
 

 

知っちょる？  統計  

84 空き家率全国８位         平成３０年８月１６日掲載  

住宅・土地統計調査は、総務省統計局が１９４８（昭和２３）年以来、５年ごと

に実施しており、今年１０月の調査が１５回目になります。  

 この調査は、日本の住宅や土地の状況を把握するため、全国約３７０万世帯を対

象に行う大規模なものです。今回は特に、空き家対策の重要性が年々高まっている

ことを受け、空き家の実態をより詳しく把握することとしています。  

 前回２０１３（平成２５）年の調査結果を見ると、総住宅数は全国で約６０６３

万戸と、前々回の調査（２００８年）に比べ約３０４万戸、５ .３％増加していま

す。一方で、空き家率（別荘などの二次的住宅を除いた空き家の割合）も一貫して

上昇を続け、１２ .８％と、住宅の８戸に１戸が空き家となっています。  

 では、山口県はどうでしょうか。住宅総数は約７０ .７万戸で、前々回調査に比

べ約１ .５万戸、２ .２％増加していますが、全国に比べると住宅の増加率は緩やか

です。  

 一方、空き家率（２０１３年）は１５ .６％で、都道府県別順位は第８位と全国

の中では高い割合となっています。  

 また、空き家率の推移を見ると、２００３年までは全国平均とほぼ同じ状況でし

たが、２００８年調査以降は全国平均を大きく上回るようになっています。  

 果たして今回の調査では、どのような結果が出るでしょうか？  

 今回の調査は、パソコンやスマートフォンを使ったインターネット回答が可能と

なっており、より便利になっています。また、配布された調査票を、訪問する調査

員に直接提出する、郵送するなど、都合に合わせて回答方法を選ぶことができます

ので、ぜひご回答をお願いします。  

  

  


